
｢タイ､ミャンマー メイサイ流域の水資源･農業開発計画｣

プロジェクト･ファインディング調査報告書

平成17年8月

社団法人 海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)



General Plan o†Water Diversion from Myanmar to North Thai

I-egend

こ===ニ=コ RIVer

+ Road

National Border

- ProposedDan&Weir

⊂=) Irrigaぬn Area

亘)Mac Kok Darn

②Mae Yawn Dam

③Mae Sa巨 Dam

@Mae Tun Dam

⑨Mae Hok Dam

⑥Mae Lin- Mac Hob Tunnel

e-)DjversiclnCanal to Mac Sai
⑧Uppe｢ Rok Ⅵ蜘

@Middle Kok Weir

⑩DiversionCanal to Ping
⑪DiversionCanal to Mae Kok
⑫IrrigationCana一 in Kok and lng Basin



Water Resources Development in Mae Sai, Mae Tun and Mae Hok Basin
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1.調査の背景

弊社は､タイ政府､天然資源省､水資源局の要請を受け､平成17年3月タイ領域内におけ

るメイサイ川流域の水資源､農業開発計画の調査をADCAの資金で実施し､計画の基本方針

についてタイ政府に提出した｡今回はミャンマー領域のメイサイ流域を調査し､タイ､ミ

ャンマー両国が協調して推進可能な事業を発掘し､その基本計画を策定することであった｡

幸い､両国とも平成17年3月から今日まで､両国の事業地域に対し､かなりの資料収集調

査を実施していたので､我々は短期間で基本計画を策定でき､両政府と協議することがで

きた｡

協議の結果､両国ともメイサイ流域の水資源､農業開発は両国にメリットがあり､早期

に事業に着工したいので､マスタープランではなくF/Sレベル､あるいは事業実施レベルの

T.0.Rを策定してほしいと､両国より強い要請を受けた｡来る11月には両国の政府のJoiIlt

Committeeがタイ国のチェンライで会議を行うことになっており､ 10月までにT.0.Rを作成す

ることを約束した｡なお､本件に関しミャンマーのJICA､日本大使館も興味を持ち,日本

政府のODAで実施する案件及び方法はないかと打診された｡

いずれにせよ､本事業が国境地域の2国間協調事業として促進されることは間違いなく､

ADCAの調査でここまで出来たことを喜んでいる次第である｡
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2.ミャンマー､メイサイ流域の水資源､農業開発基本計画

2.1メイサイ川(MaeSaiRiver)

ミャンマー領域のメイサイ流域は､コク流域(MaeKok)の西側に隣接して位置し､メイ

サイ川は標高700-1,000mの山岳地帯より西に向けて流下し､タイのメイサイ地区及びミャ

ンマーのタチリック地区(Tachileik)で両国の国境河川となり､両地区の下流でマエホク川

(MaeHok)と合流し､その名をナムルアク(NamRuak)と変えてメコン河-注いでいる｡

河川全延長は約100k皿､流域面積は河口で約2,300bn2と推定される｡

メイサイ川の左岸沖積平野地区は､ミャンマー領で､平坦な農業地域と緩傾斜の丘陵地

帯が広がっているが､その殆どが天水農業地域である｡ -方､右岸はタイ領域で平坦な稲

作農業地域が展開し､そこではメイサイ川よりの取水による濯概農業が実施されている｡

(1)メイサイ川の河川流量

河川流量はミャンマー領域のメイサイ川､ボントン(Ponthon)観測点で1987年より観測

されており､月別平均流量は表2-1のとおりである｡

表ユー1メイサイ川､ボントン観測点の平均月別読量
c.A=950bI12

Molーtb

EZEZl
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 Eq 12 Total

流量(m3/sec) 8.7 6.9 6.8 6.4 8.7 ll.7 18.8 28.8 30.7 22.5 15.4 10.5 l4.7

流量(MCM) 23.3 1(;.7 l8.2 l6.6 23.3 30.3 50.4 77.I 79.6 60,3 39.9 28.1 4(;4.0

流出高(帆) 25.0 l8.0 19.0 17.0 25.0 32.0 53.0 8l.0 84.0 63.0 42.0 30.0 488.0

｡ 6-12月間の雨期流量は3,6億m3 (73%)､ 1-5月間の乾期流量は1.3億m3 (27%)で､

北部タイの河川に比べて乾期の流出量は全流出量の27%とかなり多い｡その理由は

上流域が山岳部で占められ降雨や河川流量を利用する水田農地が少ないからであろ

う｡

● 7-10月の雨期流量は50 MCMノ月と多いが､水田稲作が用水を必要とする6月の流量

は30MCM/月とやや少なく､雨期の濯概面積及び水利用は6月流量によって規定され

る｡ 6月の稲作に対する濯概用水量を1,500m3瓜a､渇水年の6月における河川流量の中

利用可能量を15 MCMとすると､約10,000haの稲作面積が港概可能となる｡

｡一方乾期流量も2-4月の流量が17-18 MCM/月と/｣､さく､乾期の濯概農業-の水利

用はこの値に制約される.乾期の濯概用水量を3,000m3nla/月､渇水年における2-4

月の利用可能量を10MCM (平均流量の60%)とすると､約3,300haの稲作面積が乾

期に潅瀧可能となるo

･この河川流量は､現在タイ側の濯概農業地域に利用されているが､ミャンマー側で

は利用されていない｡
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(2)マエホク､マエタン川の河川流量

メイサイ川に合流するマエホク(MaeHok)及びマエタン(MaeTun)支流について､流量

観測は行われていないが､それぞれの年平均河川流量は流域面積900km2､ 450 km2及び流出

高500mm/年より判断して450MCM､ 250MCMと推定される｡この河川流量は現在全く利用

されておらず､メコン河-無効放流されている｡従ってこの水資疲を開発しタイ側-導水

し､北タイ地域の濯概農業に利用する可能性は極めて高いと思われる0

2.2 貯水ダム計画

ミャンマー潅親局の事前調査に基づくと､メイサイ川及びマエホック､マエタン支流に

貯水ダム計画があり､その概要は以下のとおりである｡

項目 単位
メイサイ本流 マエホック マエタン 小規模ダム

計
(MaeSai) (Maeliok) (MaeTun) (2-3)

流域面積 km2 930 720 130 50 1,850

年平均流量 MCM 450 400 80 30 910

満水位 m 500 485 450

低水位 EZ3 450 445 420

有効貯水量 MCM 135 250 50 20 470

堤高 E3 95 85 45

乾期放流可能量 MCM 250 250 40 10 560

2.3 濯概農業計画

(I)タイ領域の港液農業計画

タイ 領域ではメイサイ川に取水口を設けて､約1万haの水田地区にメイサイ用水を導入

し､港親展業を行っているo 雨期港概率100%､乾期濯概率50%で､水利用量は雨期約7-8

千万m3 (7,000-8,000m3nla)､乾期8.5千万m3 (15,000 m3nlaX50%)と推定されるo

前述したよう､雨期の水利用量はメイサイ川流量で十分供給できるが､乾期利用可能流

量は渇水年の2-4月に10MCM/月と少ないため必ずしも十分でなく､水不足に陥っている｡

従ってタイ側では､メイサイ川にダムを建設し､乾期の用水量を増加させることをミャン

マー側に要望している｡ただし､第1次計画では､メイサイ川中流に取水堰を設け､メイサ

イ川の流量を可能な限り利用する｡また､以下に述べるマエタン川の開発余剰水量を取水

堰経由で利用する｡

(2)ミャンマー領域の濯概農業計画

ミャンマー領域の農地は､タイのそれに比べて少なく､ 3,000-4,000 haである｡しかし､

この農地は雨期降雨を頼る天水田で､港概農地はタイに比べて少ない｡タチリック地区で

は､マエタン川に中規模ダムを建設し､上記3,000-4,000haの農地を濯擬する計画を策定し
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ている｡

この面積に対する濯概用水量は雨期作付率100%として､約3,000万m3 (7,000m3nlaX

4,000ha)､一方乾期の作付率50%として､約3,000万m3 (15,000m3nlaX4,000haX50%)と推

定され､マエタン川に貯水ダムが建設されるならば､その用水量は十分に供給可能である｡

なお､ダムによる乾期の開発用水量5千万m3のうち､ミャンマー受益地区で利用される3千

万m3を除く2千万m3の余剰水はメイサイ川-導水され､タイ側の乾期濯概用水として利用さ

れるo

2.4 タイ-の導水計画

上記に述べたように､ミャンマーの農業地域3,000-4,000haは,マエタン貯水ダムの建設

で殆ど濯概され､メイサイ川やマエホック川の水を必要としないと思われるo 従って以下

のようなタイ側-の導水計画が策定されよう｡

(1)メイサイ川よりの導水可能量

｡貯水ダム建設後のメイサイ川の利用可能量は年平均流量4.5億m3の80%､ 3.6億m3で

そのうち､雨期､乾期の利用可能量はそれぞれ1.6億m3､ 2.0億m3である｡

｡上記利用可能量のうち､タイ側の濯概に利用される用水量は雨期､乾期それぞれ8

千万m3 (8,000m3nlaXIO,000ha)､ 7千万m3 (15,000m3瓜aXIO,000haX50%)で､雨期

8千万m3､乾期1.25億m3の利用可能量が余剰水となり､この流量はタイ側-の導水可

能量となる｡

｡ 4.5億m3の20%に相当する流量､雨期40MCM､乾期50MCM､計90MCMは河川維持

用水として下流に放流される｡

(2)マエホックダムよりの導水可能量

マエホックダムによって開発される流量は雨期1.0億m3､乾期2.5億m3､計3.5億m3で､そ

の利用可能量は利用率80%で､それぞれ8千万m3､ 2.0億m3と計画するoこの利用可能量はタ

イ､ミャンマーのメイサイ流域では利用されないので､全てメイサイ川経由､北部タイの

導水に利用する計画とする｡

(3)タイ-の全導水計画量

メイサイダム及びマエホックダムよりのタイ-の導水量は上記より雨期､乾期それぞれ

1.8億m3､ 3.25億m3､計約4千億m3と計画する｡この導水量は水不足に悩むコク､イン流域及

びチャオプラヤ上流域の貴重な用水となろう｡
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2.5 マエタン流域の水資源､農業開発の有利性

タイ､ミャンマー両国ですでにマスタープラン調査が開始されたコク川流域の水資源開発

計画は､堤高120mの大型ダムをミャンマー流域内に設けること､またタイ側のコク､ピン､

イン流域に大型堰や長距離導水トンネル､導水路が計画されており､今後詳細なF/S調査や

環境調査が必要とされ､その事業実施は4-5年先と予想されている｡一方前述したメイサ

イ流域の水資源･農業開発計画のうち､マエタン川の開発計画はコク川の開発に比べて以

下のような有利性を持っているD

(1)事業計画のうちマエタン川の水資源開発計画は中規模でF/S調査も1.5年位で完了し､事

業実施が可能となる即効性の事業である｡

(2)メイサイ川両岸に横たわる両国の農業地域(ミャンマー4,000ba､タイ10,000ha)はメ

イサイ川の扇状地に展開する平坦かつ肥沃な農地より形成され､またミャンマーでは

雨水による農業､タイではメイサイ川の用水による濯概農業が実施されており､水源

さえ開発すれば､多大な農業生産が可能となる地域である｡また､後背地区にはチェ

ンマイ県の大きな農産物市場があり､生産物の市場も安定しているD

(3)事業施設は､ ①マエタン川における中規模ダム(堤高45m,有効貯水量5千万m3､雨期､

乾期の開発水量それぞれ3千万m3､ 5千万m3) ､ ②ミャンマーの天水農業地域約4,000ba

に対する濯親水路(設計流量5-6m3/sec､延長約20km), ③メイサイ川に設ける頭首工

(堤高10m､堤長40mのラバー取水堰)より構成され､その事業費は20-30億円と推定

される｡

(4)国境地域の安定と平和のため､両国が推進するに適切な規模の事業である｡

両国とも本事業の今後の調査についてはマスタープランでなく､実施を前提としたF/S調

査にしたいとの意向である｡

2.6 水力発電計画

上記のメイサイダム､マエホックダム､マエタンダムでは以下のような水力発電計画も

By-Productとして検討されている｡本地域はタイ､ミャンマーの国境に位置する辺境地域で､

ミャンマー領域の農村地域には未だ電力供給が行われていない｡また､ミャンマー側のタ

チリック年地域でも､私的なディーゼルエンジンによる電力供給が行われているのみで､

公的な電力供給はない｡従ってミャンマーは水力発電を強く要望している｡

項目 メイサイダム マエホックダム マエタンダム 計

ピーク放流量(m3/sec) 35.0 50.0 5.0

34.5

有効水頭(m) 70.0 35.0 35.0

発電容量(Mw) 20.0 l5.0 1.5

年間生産電力量(Gwh) 65.0 50.0 5.0 120.0
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3.今後の調査に対する提案

ミャンマー及びタイ政府-提案した将来の調査計画内容は以下のとおりである｡

3.lマエタン流域のF/S調査計画

(1)流量観測点の設置 1箇所

(2)地形観測

｡マエタン川の左岸支流域における航測図(1/10,000)の作成 約20km2

｡マエタンダムサイト及び頭首工サイトの平面､縦横断測量

｡メイサイ川頭首工サイトの測量

｡マエタン受益地の幹線水路縦断測量

(3)地質調査(ボーリング)

･マエタンダムサイト; 40mX15本-600m

･マエタン頭首工サイト;
20mX 5本-loom

･メイサイ頭首工サイト; 20mX 4本-80m

｡幹線水路/レート; 10mX2()本-200m

丑

(4)ダム土取物､土質試験

980m% I_000m

1式

(5) F/S調査内容

｡水文､解析

｡地形､地質解析

｡濯概農業計画及び水力発電計画

｡貯水ダム計画及び利用可能量計画

｡事業計画の予備設計及び事業費

｡経済評価

｡ダム貯水池及び頭首工サイト､幹線水路沿いに対する環境調査

｡事業実施計画

3.2 メイサイ及びマエホック導水事業に対するマスタープラン

メイサイ及びマエホック導水事業に対するマスタープランが不十分なこと､またタイ側

の必要導水量が未定なこと(目下マスタープランで検討中)より､以下の内容を含むマス
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タープランの策定を提案したo

(1)マエホック川に対する流量観測点の設置

(2)地形図

マエホック貯水池及び導水ルートの航測図(1/10,000)の作成 約50kn12

(3)地質調査(ボーリング)

･マエホックダムサイト;

･メイサイダムサイト;

･マエホック調整ダムサイト;

･メイサイ調整ダムサイト;

･導水トンネルルート;

丑

100mX 5本-500m

lOOmX 5本-500m

30m X 4本-120111

30mX4本- 120m

lOOmX 5本- 200皿

1.740m

(4)マスタープラン内容

｡水文解析

｡地形､地質､解析

｡貯水ダム及び水力発電計画

｡タイ側-の導水計画

･事業施設のレイアウト計画､概略事業費の算定

｡環境評価(Ⅰ.E.E)

｡事業実施計画

-7-
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① 調査地域の概況

1. Existing Conditions of River Basin in Myanmar Territory

1.1 River Basin

The river basins or the Mac Rok, Mac Sai and other related ones in Myanmar

territory have sufficient runoff in the wet season to be controlled by reservoir dams

and
diverted to Thai territory. Outline of those river basins is summarized as

follows.

(1) Mac Kok Basin

･ The Mae Kok basin in Myanmar territory lS occupying the upper basin of the

Mae Kok and formed with high mountain area having elevation of 1,000 to

2,000 m. The river rlovs down forming deep valley toⅥ′ard the national border

between Myanmar and Thailand. The basin area at tbeもorder is 2,950 km2 and

elevation of riverbed at the border is about 450 m.

･ After passlng throughthe
border, the river flows down toward Chiang Rai City

and emptleS finally Into the Mekong river. The basin area at Chiang Rai and

the connuence or the Mekong river is estimated at 6,030 km2 and 10,900 km2

respectively.

･ The Mae Kok presents abundant annual runoffof2,100 MCM in the upper basin

and 5,400 MCM at the river mouth.

(2) Mac Sa主 Basin

･ Tbe Mac Sai river orlglnateS at the bigb mountain area with elevation or 1,000

to 1,500 m in the upper basin belonglng tO Myanmar territory and flows down to

alluvial plain with elevation of 400 m forming the national border between two

countries. There are existlng two border towns of Tachileik in Mvanmar side

and Mac Sa主 in Thai Side at the end of the upper basin. The basin area attlle

b.rder towns is
estimated at about

950 km2.

Average annual runoff at the Mae Sai river at the border towns is estimated at

460 MCM, which has been used mainly for irrlgated agriculture in the Mae Sdi

area of Thai side. Myanmar side has 110t been used yet the Mae Sai water.

(3) Mac Hok Basin

･ The Mae Hok river orlglnateS at the north high mountain area in Myanmar,joins

to the Mac Sai river after passing the Mae Hok alluvial plain and empties finally

ーl
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into the Mekong river. The Mae Tun river, a large tributary of the Mac Hok,

flows down at the left bank of the Mac Hok andjoins to the Mae Hok near the

confluence of the Mae Sdi and Mae Hok. The basin area ofMae Hok and Mae

Tun is 900 km2 and 350 km2 respectively at the river mouth.

･ Average annual rumofTorthe Mac Hok and Mae Tun is estimated at 470 MCM

and 170 MCM respectively, which has not been used yet for irrlgation in

Myanmar territory due to no water resources development projects in those

basins.

(4) Mac Liれ Basil一

･ The Mac Li血 basin is locating at the northern adjoining
basin of the Mae Hok

and flows down to the Mekong river. Although the Linbasin is out of the Mae

Sai basin to be studied, the basin has a large basin area of more than 1,500 km2

and abundant annual runoffofmore than 1,000 MCM, of which about 500 MCM

could be developed and diverted to Thailand through the Mae Hok and Mae Sai

basin.

1.2 Meteorolog)cal Conditions

Meteorological conditions at Mong Hsat Township covering the Mac Kok basin and

Tachileik Township covering the Mac Sai and Mae Hok are mostly the same as

follows.

･ Temperature is 20 to 28oC throughyear and shows the highvalue of26 to 28oC

in April to May.

･ Relatively humidity also is high as showing 70 to 90% through year.

･ Annual evaporation value is 1,500 mm.

･ Annual rainfall value is I,500 to I,700 mm, which is slightlyhigher than that
in

Nortll Thai ReglOn. Rich rainfall or 300 to 450 mm pre month appears in

August and September and very small one or 5 to 10 mm per month in January

toApril.

1.3 IIydrologlCa) Conditiot)s

HydrologlCal oもservation for the upper Kok basin has been carried out at Ban Tha

Don station (GN∃) located near the border in Thai territory and that for the Mae Sa主

at PbolltOn Station in M)7anmar territory. There are no existlng Stations at the Mac

Rok and Mae Tun.

Observed runoff at the above gaglng Stations and estimated runoff at ma)or control

-
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polntS Such as proposed damsite and river mouth in the Mae Kok, Mae Sai and other

rivers are summarized in Table 2-3_1,

Table 1-3-I Estimation of Average RuJIOffat Major Control Point

Cont｢olPoint ∪∩it
WetSeason DrySeaso∩

Total
Ju∩ ｣uトSep ○ct-NoV S∪btotal Dec-｣an Feb-May Subtota一

1.KokF!iver

(1)Ba∩ThaDo∩Sta.(GN3)Ru∩oーー MCM 110 I,060 460 1.630 240 250 490 2ー120

･●;●L-. Yie一d mm 37 356 154 547 80 84 164 711

(2)KokDamsiteRunoff MCM 90 860 370 1.320 190 200 390 1,710

､､､_､､､､､_､⊆こ&≡⊇』塑.無辺三ー､､"､"､"､､､"､""､"""､"､"I"､
Yie一d mm 38 358 154 550 79 83 162 712

(3)YawnDamsiteR∪∩off MCM 10 100 44 154 23 23 46 200

c.A=270km2yield mm 37 370 163 570 85 85 170 740

2.MaeSaiRiVer

(1)Photo∩Sta.Runoff MCM 30 210 100 340 50 70 120 460

cA=950km2yjeld mm 32 221 105 358 52 74 126 484

(2)MaeSaiDamsiteRunoff MCM 30 205 98 333 49 68 117 450

c.A=930km2yie)d mm 32 221 105 358 52 74 126 484

3.Mae丁unandMaeHok

(1)MaeTu∩RiVe｢MouthR∪∩oーf MCM ll 76 37 124 20 26 46 170

c.A=350km2yjeld mm 31 217 106 354 57 74 131 485

(2)MaeTunDamsite(A)Runoff MCM 5 37 17 59 9 12 21 80

c.A=130km2yieJd mm 38 285 131 454 69 92 161 615

(3)MaeT∪nDamsite(B)Ru∩oーー MCM 6 47 21 74 EEL 15 26 100

c.A=170km2yield mm 35 276 124 435 65 88 153 588

(4)MaeTu∩WeirsiteR∪∩o打 MCM 6 52 23 81 12 17 29 110

cA=200km2yield mm 30 260 115 405 60 85 145 550

(5)MaeHokRiVerMo∪thR∪∩off MCM 30 212 101 343 53 74 127 470

c.A=900km2yield mm 33 236 112 381 59 82 141 522

(6)MaeHokDamsiteRunoff MCM 26 180 86 292 45 63 108 400

c.A=720km2yield mm 36 250 119 405 62 88 150 555

･ Annual Runoffyield for the upper Mae Kok basin shows the highvalue of 71l

mm because the basin is formed with high mountain and has not a large farm

area using rainfall and runoff, while the yield of the upper Mae Sai basin shows

moderate value of 484 mm because of many existlng Villages and large farm

areas in the upper basin.

The upper Mac Rok basin shows rich runofTyield or 547 mm in the Ⅵret season

but small one of 164 mm in the dry season. Runoff yield in June requiring

much irrigation water for the wet season paddy, however is small as 37 mm,

while the yield in February to May of the dry season shows the lowest value of

about 20 mm per/month.

The Mae Sai basin also shows the similar runoff yield of that in the Mac Kok

such as the rich value of358 mm in the wet season and scarce value of 126 mm

in the dry season. The runoff yield of June in the wet season and that in

February to Maylnthe drv season also is small as 32 mm and 17 to 18 mm per

month respectively.
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Accordingly the proposed irrlgation area shall be set up based on usable water

in June for tile lVet Season and in February to May for the dry season as far as

the existlng Surplus runoff in the other months is n6t controlled by reservoir

dalll.

･ Runoffin flood month from July to September shows
large
runoffyield of more

than 350 mm in the Mae Kok and more than 220 mm in the Mae Sai and other

rivers and has brought often flood disaster in the lower basin.

1.4 Socio-Economic Conditions

(1) Administration and Population

Mac Rok and Mac Sa主 basin is administratively belonglng tO Mong Hsat and

Tachileik Township respectively ln Eastern Sham State. Mong Hsat Township is

divided into 28 Village Tracks and Tachileik into 13 Village
Tracks shown in Figure

2-411 and the area of Township is 1,223,000 Acre (4,950 km2) and 886,000 Acre

(3,580 km2). population is 90,900 in Mong Hsat Township and 71,400 in Tachileik

Township.

Village Tracks related to the pro)ect area and their area and population are

summarized in Table 2-4-1.

Table 1-4-1 ViIIage Track related to Project Area and their Population

MongHsatTownship(MaeKok) TachileikTownship(MaeSai)

VillageTract Area(Acre) Population VillageTract Area(Acre) Population

MongHsat 4,700 4,380 Lwetawkhamn 118,180 5,230

Nasata 2,510 1,230 Haungleik 61,700 lO,960

Kaunghmutan 15,920 580 Parmin 18,030 6,280

Meisontaung 5,060 l30 Mongphone(a) 38,400 5,290

Meiplllon 32,810 1,320 Mongpbone(b) 28,160 8,620

Sankan

Lwelun

Mongbtalann

32,810

98,380

105,920

2,170

540

700

MongKoe l10,260 14,250

Total
302,280

(1,223km2)

ll,050
Total

374,730

(1,516km2)

50,630

Population is consisting mostly of mountain tribe of Shan, Lahu, Ahkha, Wa, etc.

(2) Transporation

･ Airway;six flight per week from Yangon to Tachileik but no flight to Mong

Hsat.

-
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Road; Asphalt road of 102 mile is existing from Tachileik to Keng Tong and

otllerS are unPaVed roads which cannot be used in the wet season. Major

unpaved roads are as follows.

Mo皿gⅠisatTownsbip TacbileikTownsbip

ToMineTone42mile ToMainPbyat5lmile

ToMinePyin96mile ToMaingYallng97mile

ToTachileik62mile ToTarLayandKyaingLat63mi1e

ToMineKhot38mile ToMongHsat52mile

(3) Electrical Supply

There is no public existlng electrical supply system
in Mong Hsat

and Tachileik

Townships except the following small prlVate electrical supply system.

･ Myanmar electrical enterprlSe with 3 generators and Hydro Electric private

company supplying 330 households in Tachileik Township.

･ Mai Pan hydropower station in Mong Hsat Township.

1.5 Agriculture Conditions

In accordance with agrlCultural data collected by MOAI, the present agriculture

conditions at Township are summarized as follows.

(1) Present Land Use

Table 1-5-1 Present Land Use

item
MongHsat Tachileik

lO∃Acre lO3ha % 103Acre 10jba %

1.LandUse(Acre)
ReserVedForest

420.0 170.0 34

l9.2 7.8 2

UnclassiriedForest 229.6 92.9 26

NotSownArea 49.0 19,8 4

41

49.6 20.I 6

66

CurrentFallow 0.2 0.1 2.I 0.8

CultiVableWaste 498.4 20l.7 0.3 0.1

UnclassifiedArea 255,4 103.4 21 585.7 237.0

Total 1,223.0 495.0 100 886.5 358.8 100

2.IrrlgationArea

GoVernmentSystem 1.4 0.6 l5 0.l6 0.07 5

PriVateSystem 8.4 3.4 85 3,l3 1.27 95

Total 9.8 4.0 100 3.29 1.34 100

･ Reserved forest area of 7,800 ha is existing in Tachileik Township but no

reserved area in Mong Hsat Township,
althougha

large
unclassified

forest area

of 92,900 ha and170,000 ha, which is not important forest as compared with the
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reserved forest is existillg ln respective Township. It will not be necessary,

accordingly to pay particular attention to the submerged forest area in tile Mae

Kok reservoir.

Sown area is limited to be about
20,000 ha at each Township because botll

Township areas are formedwith highmountain and farm area is scatterlngwith

slender shape along the river and tributaries.

Large cultivable waste area of about 200,000 ha is existlng in Mong Hsat

ToⅥ7nSbip, although no such area in Tachileik･ Cultivable waste area is mostly

located at mountain footwith steep slope and not suitable
for ordinary farm but

for particular tree crops, grass land or livestock or rerorestation･ This land is

belonglng tO government and cannot be used by prlVate farmer.

･ Irrigation area is very small as showing about 4,000 ha in Mong Hsat and 1,300

ha in Tachileik as compared with farm area of 20,000 ha in each Township,

because Township locates at the remote border area and cannot get governmental

support to irrlgated agrlCulture.

(2) Crop Harvested Area and Production

Table 1-5-2 Crop HarvestedArea and Production

Crops

MongHsat Tacbileik

Harvested Yield Product Harvested Yield Product

Area(ba) (Ton/ha) (ton) Area(ha) (Ton/ba) (toll)

MonsoonPaddy(WetSeason) ll,ー10 3.14 34,900 8190 3.45 28260

SummerPaddy(DrySeason) 6l() 3.87 2,360 810 3.58 2900

Maize(Seed) 1,0()0 2.40 2,540 l120 1.73 1940

GroundNut 680 2.00 1,400 380 2.09 島oo

Sesami 120 0.29 30 lュo 0.26 30

Soybean 500 0.81 400 lO20 0.74 750

Pulses 230 0.38 90 50 0.31 20

Cbillies 370 2.47 90 230 1.91 440

Garlic 60 2.79 170 250 2.51 630

Potato lワo 7.03 1,340 160 7.00 1120

Corree 60 0.42 30 lュo 0.4(～ 60

Tea 130 0.§6 110 30 0.47 10

Vegetable 540 800

Fruits 2,770 1050

･ Paddy consumption in Mong Hsat and Tachileik Township IS estimated at 32,000

ton and 25,000 ton respectively, which could be supplied sufficiently by the

production of37,000 ton and 31,OOO ton respectively･

Paddy consumption in Mong Hsat: 350 kg/capita/yearX 90,900 (population)≒ 32,000 ton

Paddy consumption in Tachileik: 350 kg/capita/yearX71,400 (population)i 25,000 ton

･ Filed crops such as maize, groulld n叫soybean, pulses, etc･ produced in both
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Tow11Ship will be exported to Chiang Rai market in future.

･ Major produclng Vegetables are cabbage, cauliflower, tomato, radish, etc, while

ma)or producing
fruits are mango, orange, pineapple, litchi, and grape. Those

vegetables and
fruits also could be exported

to Cbiang Mai market in case their

products with high quality are produced.

(3) Livestocks

Table 1-5-3 Number and Production ofLivestoeks

Ⅰtem

MongHsat Tacbileik

Number Production Number Production

(No) (ton) (No) (ton)

CowandCalr 7,090 612

3,200

12,630 270

1,170

Burralo

Swine

ー1,470

730

13,100

28,350

Sheep/Goat l70 710 14

Chicken §4,500 2,930 713,800 770

Duck 6,000 lュo 8,000 74
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-



② 調査団構成

後藤 道雄

樋口 昭一郎

森山 浩

富岡 穣
Banluesak Wattanasathien

③ 調査日程

: (樵)三砧コンサルタンツ

同上

同上

同上

同上

海外事業本部 取締役(濯概農業)

海外事業本部 相談役(水資源計画)

海外事業本部 顧問(ダム､頭首工)

バンコク事務所長

バンコク事務所(地質)

月

目
宿泊地 団員 行程

7/10

(日)

ハナンコック森山 ･名古屋-バンコク
樋口 ･現地参加､チェンマイ-バンコク

7/ll

(月)

ハヾンコック後藤 ･成田-→バンコク
樋口､森山 ･水資源局､WiratDeputyD.G.､Niwachai計画部長とミヤ

ンマ-､タチリツク地区調査の事前協議o
7/12

ハナンコック後藤､樋口､森山､ ･天然資源省､DeputyPermanentSecretaryDr.Siripong表
(火) 富岡 敬､ミャンマー調査についての事前協議o

･タイ､ミャンマーによるメイサイ川流域共同開発につい
てミャンマー農業省､副大臣U.0lmMyintにタイ側の意

向を伝えるよう依頼を受けるo

･森山､富岡､タイ側メイサイ流域の資料収集､整理o(ミ

ヤンマー政府-提出のため)
7/13 ヤンコ÷ン 後藤､樋口､森山､ ･バンコク-→ヤンゴン

(水) 富岡
･農業､濯概省訪問､濯親局D.G.U.KyawSanWin､Deputy
D.G.UKムinZaw農業局

･D.G.U.TinHautOo､他幹部-の表敬とミャンマーのメイ

サイ流域タチリツク地区の調査について協議o

･副大臣､H.E.UMyoMyint表敬oタイ側のタチリツク開
発についての要望を報告oまた､同地区調査についてミ

ヤンマー側の意向及びタイ側-の返事を受け取るo
7/14 ヤンコ寸ン 後藤､樋口､森山､ ･農業､濯淑省大臣H.E.MajorGeneralHtayOO表敬oタ
(木) 富岡 チリツク地区開発について説明o

･濯親局､農業計画局幹部と､タチリツク地区の水資源開
発､濯激農業開発計画について協議oまた､タイとの同

地区共同開発について意見交換o

･後藤､大使館表敬○佐藤農水書記官に調査内容説明o

･雇用したミャンマースタッフ-収集した資料の翻訳､整
理を指示o

7/15 ヤンコヾン 後藤､樋口､森山､ ･同上､会議及び資料収集D
(金) 富岡

･メイサイ川の支流マエホック及びマエタンの貯水ダム
計画についてU.K山nMaungNyunt(水資源開発)及び他

幹部(地質､ダム設計者)と協議o



月

日
宿泊地 団員 行程

7/l6 ヤンコ÷ン 後藤､樋口､森山､ ･JⅠCA現地事務所所長､佐々木氏にメイサイ流域の地域
(土) 富岡 開発計画説明○

･タチリツク現地調査の準備o

･雇用したミャンマースタッフ-収集した資料の翻訳､整
理を指示o

7/l7 タチリツク樋口､森山､富岡 ･ヤンゴン-ケントン一夕チリツク-
(日)

･タチリツク濯概,農業スタッフの案内でマエホック,マ
エタン､マエサイ流域､計画ダムサイト､農業地区調査o

日本 後藤 ･ヤンゴン-バンコク-東京
7/l8 ヤンコ÷ン 樋口､森山､富岡 ･タチリツク地区継続調査
(月) ･タチリツク-ケントン-ヤンゴン(空路)

･潅親局次長に調査結果報告o
7/19 ヤンコ■ン 富岡 ･濯親局､農業局､関係スタッフに調査結果報告o
(火) ･雇人が翻訳､整理した収集資料のチェックo

ハ■ンコック樋口､森山､ハヾヌルサック ･ヤンゴン-バンコク(樋口､森山)
･タイ側メイサイ調査地区の追加資料整理o

･タイ,Teamコンサルタントより依頼資料入手o
7/20

(水)

ハ÷ンコック富岡 ･ヤンゴン-→バンコク

チエンライ 樋口､森山､ハ÷ヌルサック
･バンコク-チエンライ(空路)

･県スタッフの案内でメイサイ-コック導水ルート調査o
7/21 チエンライ 富岡､樋口､森山､ ･バンコク-チエンライ(空路)(富岡)
(木) ハ■ヌ/けツタ ･県スタッフの案内でメイサイ流域調査o
7/22 ハ÷ンコック富岡､樋口､森山､ ･チエンライ-バンコク

(金) ハ1'ヌルサック ･水資源局幹部にミャンマー､タイのメイサイ国境地区調
査結果説明o

･収集資料の整理o(助手､翻訳雇用)
7/23 ハ÷ンコック富岡､樋口､森山､ ･収集資料の整理o
(土) ハヾヌルサック ･基本計画(秦)の作成○
7/24 ハ1tンコック樋口､富岡､ハ寸ヌルサック ･収集資料の整理o
(日)

･基本計画(莱)のレポート作成o
日本 森山 ･バンコク一名古屋

7/25 ハ÷ンコック樋口､富岡､ハ寸ヌ/けツク ･水資源局局長､次長他幹部にミャンマー調査結果報告､
(月) 基本計画(秦)説明o

･資料収集o
7/26 ハヾンコック樋口､富岡､ハヾヌルサック ･天然資源省Dr.Siripong次官補､S11raChai審議官にミヤン
(火) マ-､タイの調査結果報告o

･ミャンマ-副大臣のタイ側に対する要望について説明o
注):樋口は7/27-30､コック川-北タイ導水事業､ナムグン-東北タイ導水事業について､水資源局幹部にアドバイ

スし､ 7/31に日本-帰国｡



④ 収集資料

香
仁コ

75-

項目 内容 購入/コピー

1 地形図 ミャンマー､メコン河流域図(1インチ1マイル､10枚カラー) 購入
2 // 1/10,000ミャンマー､マエサイ流域航測地形図(8枚カラー) E]

3 E] 1/lO,000ミャンマー､コック流域航測地形図(12枚カラー) E]

4 1/50,000タイ､ミャンマー国境地形図(15枚カラー) ∫/

5 レポ-卜 MediumScaleMaeSailmgationProjectThaiWaterResotlrCeS コピー
DevelopmentReportofNamKok,MaeSai,MaeHokandMaeTunDam

Projects,Myanmar
6 E] Socio-Economic&EnvironmentinNamKokDamProject //

7 〟 Socio-Economic&EnvironmentinMaeHokDamProject //

S // Socio-Economic&EnvironmentinMaeSaiDamProject //

9 統計 LandUseandAgriculturalConditionsinTachilikTownship デジタル

10 // LandUseandAgricult∬alConditionsinMongSatTownship ll

EE 行政区分図 AdministrationMapofEasternShanStateandTachilikTownship E]

12 水文 Daily,MonthlyandAmualDischargeDataofMaeSaiRiveratPhonton /メ

StationinMyanmar

13 濯概農業 タイ､マエサイ､マエチャン流域の濯概農業現況 //

14 水資漁 タイ､マエサイ､マエチャン流域の水資源現況 E]

15 導水計画 タイ､ミャンマー､マエサイダムによるタイ側導水計画案並びに導 //

水ルート

⑤ 面談者リスト

Ministr iculture and Irri ation ofM

Minister of Agriculture and Irrigation:

DeputyMinister ofAgriculture and hTigation:

Director General, Irrigation Department:

Director General, Department of Agriculture Plannlng :

･ Irrlgation Department

DeputyDirector General.I

Advi so一:

Director, Hy血ology Branch :

DirectoちDesign Branch:

Director, Geology Branch:

Director, Investlgation Branch :

DeputyDirector, Design Branch:

Manager, Myanmar Agriculture Service :

DeputyDirector, Department of Agriculttlre :

H.E. Maj. General Htay Oo
H.E. U. Myo Myint

U. Khaw San Win

U. Tin Htut Oo

U. K血in ZaⅥ7

U. KLin Naung Nyunt

U. ZalV Win

U. Ohm Gaing

U. Myint The主n

U. Aung Khin

U. Hla BalV

U, Tin Win

U. Kyi Win

ation De artment in East Sham and TachiLik Townshi

Deputy Director, Eastern Shan, Irrigation Department:

District OETICer Tachilik Township:

-Do-

U. Au皿g Than

U. Saw Win

I. mn Maung Win



C. Mitlistr of Natural Resources and Environment of

DeputyPermanent Secretary:

Inspector General:

Director General, Water Resources Department:

DeputyDirectordeneral,
- Do - (Policy):

DeputyDirector General, - Do -

(Engineering)
CbierorPlaming Section, - Do -

Cbian RaiRID Provincial 0frlee in

Chief of RID Once:

Onu Section in charge of Mae Sai Project:

-Do-

Local Consultant in

Senior Executive Director, TEAM Consultant:

ExecutiveDirectoち
-Do-

ImgationEng,
-Do-

President, SEATEC Consultant:

Director,
-Do-

Director,
-Do-

Mr. Siripong

Mr. Surachai

Mr. Sanong

Mr. SompoI

Mr. Wirat

Mr. Niwachai

Mr. Supon

Mr. Chomyoutb

Mr. Ronachai

Mr. Preawat

Mr. Chawalit

Mr. Suwit

Mr. Preecha

Mr. Surasak

Mr. Sangha



覗 地 写 真 集



タイ国天然資源･環境省次官補とタイ- ミャンマー国農業･港概局職員とメイサ

ミヤンマー導水計画につき打合せ｡ イ流域開発計画に関して打合せ｡

タイのメイサイ地区現地調査

Ma¢ Kham川の取水堰｡渇水年で流量が タイ側より見たミャンマー､タチリック

少なく.取水位も低いので農民による竹 の市街｡

篭とサンドバッグで水位上昇工事｡

タイ側より見たメイサイ)II上流｡ メイサイ川の津波地区への導水路｡



メイサイ川に建設されたタイーミャンマ ミャンマーへ渡るメイサイ楕の入口｡

一橋梁(手前がタイ,向う側がミャンマ 右側の建物が入国管理所｡

-)

ミャンマーのメイサイ地区現地調査

メコン川へ流下するMaeLin川｡

(Mac t7okへの導水に利用)

計画中のMaeSaiダムサイト｡

Mae Hok川下流｡

Mac Sai川のGaging Station.



マエタン流域の天水農業地帯｡

森林伐採により水源滴養能力を失った

ミャンマーの山岳地帯｡

マエタン川流域の水田地域｡

計画地域の果樹園｡

タチリックの農産物市場｡
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